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ガボン共和国月報（２０１７年１０月） 

２０１７年１０月号 

在ガボン日本国大使館 

主な出来事 

【内政】 

●査証制度改正：ＣＥＭＡＣ国籍者への査証免除他 

【外政】 

●ボンゴ大統領と中国病院船「和平方舟：l’Arche de la paix」海軍准将との会談 

●モロッコ外相によるガボン訪問 

●ＥＣＣＡＳ臨時閣僚会合の開催 

●ボンゴ大統領によるチャド大統領特使との会談 

【経済】 

●中国 CCOIC 副会長によるガボン訪問 

●ガボン政府によるガソリン・軽油価格の値上げ 
●２０１８年政府予算案の提出・採択 
●ガボン国債の格付け「Ｂ」（フィッチ・レーティングス） 
 

【内政】 

１ 駐ガボンＥＵ代表部による憲法裁判所との協議 

６日，駐ガボンＥＵ代表部は，ＥＵ大統領選挙監視団の勧告に基づき，憲法裁判所関係者

との間で，選挙プロセスにおける憲法裁判所の役割について協議したほか，今後の選挙の

透明性の強化について意見交換を行った。（７日付ＧＲ，１０日付ＵＮ） 

２ 前労働・雇用大臣のＣＬＲ脱退 

次期総選挙を見据えて与党「ガボン民主党（ＰＤＧ）」への入党を表明しているンゾンド前

労働・雇用大臣は，「自由な改革者のための中道党（ＣＬＲ）」の脱退を正式に表明した。（９

日付ＵＮ） 

３ 水・エネルギー大臣によるＤＮ入党 

７日，内閣改造により「国民連合（ＵＮ）」から除籍処分を受けたエヨゴ・エザング水・エ

ネルギー大臣は，「新民主主義（ＤＮ）」への入党を発表した。（９日付ＵＮ） 

４ ＡＣＲによる政治集会の開催 

７日，ブルーノ・ベン・ムーバンバ前副首相が率いる「変化・再建への同盟（ＡＣＲ）」は

政治集会を開催し，新たな政策ビジョンを説明し，ボンゴ大統領との協力を強調した。（９

日付ＵＮ）  

５ 査証制度改正：ＣＥＭＡＣ国籍者への査証免除他 

中部アフリカ経済通貨共同体（ＣＥＭＡＣ）加盟国内の自由通行に関する２００５年の議

定書に基づき，ＣＥＭＡＣ加盟国（カメルーン，中央アフリカ，コンゴ（共），赤道ギニア，

チャド）国籍者にはガボン入国査証の免除が決定された。また，外国からの直接投資促進
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のため，Ｇ２０及びＧＣＣ諸国国籍者に対して特例措置がとられ，対象者は，ガボン入国

時に査証を取得することが可能となる。（２１日付ＵＮ） 

６ ＲＰＧ代表の辞任 

３０日，ムバ・アベソレ「ガボンのための結集党（ＲＰＧ）」代表は，第７回党大会におい

て同党代表職の辞任を発表した。（３１日付ＵＮ） 

 

【外政】 

１ ガボン・ＥＵ関係 

３日，メソネ外相，マッサール国防相，マタ内務相はＥＵ諸国大使と２回目となる協議を

実施し，両者は政治対話に係る進捗状況等について意見交換を行った。ガボン・ＥＵ関係

の協議を目的に全４回の協議が予定されている。（３日付ＧＲ） 

２ ボンゴ大統領と中国病院船「和平方舟：l’Arche de la paix」海軍准将との会談 

４日，ボンゴ大統領は中国病院船「l’Arche de la paix」の海軍准将と会談した。約１週

間，オウェンド港において６００名の医師・看護師によってガボン住民数百名に対して無

償の医療サービスが供与される。（６日付ＵＮ） 

３ ボンゴ大統領と USAIDS ガボン代表との会談 

５日，ボンゴ大統領は，Ndayishimiye 国連合同エイズ計画(UNAIDS)ガボン代表と会談し，

ガボンにおけるＨＩＶ・エイズ対策について協議した。同代表は，ガボンのＨＩＶ・エイ

ズ患者に対する治療支援率９５％は，中部アフリカ地域の３０％に比べて極めて高く，エ

イズ撲滅に向けてガボン・USAIDS の技術協力を強化する旨発言した。（６日付ＵＮ） 

４ モロッコ外相によるガボン訪問 

２０日，ボンゴ大統領はガボン訪問中のブリタ・モロッコ外相と会談し，二国間協力，農

業，保健，住宅，職業訓練，国際情勢等について意見交換を行った。（２１日付ＵＮ） 

５ ＥＣＣＡＳ臨時閣僚会合の開催 

２０日から２１日にかけて，リーブルビルにおいて中部アフリカ諸国経済共同体（ＥＣＣ

ＡＳ）臨時閣僚会合が開催され，中ア情勢について，武装グループ間の対立悪化について

懸念が表明されたほか，ＤＤＲの推進，平和の定着が呼びかけられた。（２３日付ＵＮ） 

６ ボンゴ大統領によるチャド大統領特使との会談 

２１日，ボンゴ大統領はデビー大統領の特使であるシルク・チャド農業大臣と会談し，３

１日にンジャメナで開催されるＣＥＭＡＣ臨時首脳会議について協議した。（２３日付ＵＮ） 

７ ボンゴ大統領のロンドン訪問 

２５日，ボンゴ大統領はチャールズ皇太子，ポルマン・ユニリーバＣＥＯの招待を受けて，

ロンドンにて開催された持続的な発展及び気候変動に係る会合に出席した。（２７日付ＵＮ） 

 

【経済】 

１ 中国 CCOIC 副会長によるガボン訪問 

９月２９日，ボンゴ大統領は Yihua グループ代表である Liu Shaoxi 中国国際商工会議所
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(CCOIC)副会長と会談し，森林及びインフラ分野でのプロジェクトについて協議を行った。

今次訪問は不動産，郊外整備，社会インフラ設備等のプロジェクトの実現・加速化を目的

としており，９月２９日にはリーブルビル市長との間で協議が行われた。（２日付ＵＮ） 

２ ガボン政府によるガソリン・軽油価格の値上げ 

９月２９日，ガボン政府はガソリン価格を５８０ＣＦＡフランから５９０ＣＦＡフランへ，

軽油価格を５１０ＣＦＡフランから５２０ＣＦＡフランへ引上げることを決定した。（１日

付ＧＲ） 

３ Bouygues 社のガボン撤退 

３日，市況悪化を理由に，Bouygues はガボンからの撤退を決定した。（３日付ＧＲ，６日付

ＵＮ） 

４ ２０１８年政府予算案の提出・採択 

１２日，閣議において総額２兆６，８８８億ＣＦＡフランの２０１８年政府予算案が採択

された。前年比から１，７１２億ＣＦＡフラン減となる同予算は，本年６月にＩＭＦとガ

ボン政府の間で署名された合意及び経済再建計画（ＰＲＥ）に基づいている。（３日付ＵＮ） 

５ 新オウェンド港開港式の開催 

１４日，新オウェンド港開港式がボンゴ大統領臨席の下開催された。同港は，リーブルビ

ルの港湾施設能力を倍増させるほか，貨物取扱料の２５％値下げにより物価高の解消が期

待される。また，同港の開港により，リーブルビルは大西洋における貿易の主要な中継地

となり，ガボン経済の競争力を高めることが期待される。１８か月，１，８１０億ＣＦＡ

フランをかけて建設された新港は，官民協力の枠組みで，ガボン政府とオラム・インター

ナショナル，アフリカ・ファイナンス・コーポレーション社が関与した。（１４日付ＵＮ） 

６ ガボン国債の格付け「Ｂ」（フィッチ・レーティングス） 

フィッチ・レーティングスは，国債の増加を理由に，ガボンをＢ＋からＢに格下げした。（１

５日付ＧＲ） 

７ Maurel&Prom：２０１７年第３四半期決算発表 

Maurel&Prom は油価の上昇，生産量の増加を理由に，２０１７年第３四半期決算が，前年比

１４％増の２億５，８００万ユーロを記録した旨発表した。（２４日ＧＲ） 

 

出典：ＰＲ（大統領府公式ＨＰ）,ＵＮ（ユニオン紙）,ＧＭ(ガボン・マタン紙)，ＧＮ（ガボン・ニュース電

子版ニュース），ＡＦＰ，ＧＡ（Gabonactu.com），ＧＲ（ガボン・レヴユー電子版ニュース），ＬＧ（ル・ガ

ボン電子版ニュース），ＧＥ（ガボン・エコ電子版ニュース），ＡＦＰ（フランス通信社），ＧＬ（ガボンリ

ーブル電子版ニュース），ＡＦＩ（アフリカ・エネルギー・インテリジェンス），ＬＰ（LOUP 紙），EN（エコ

ー・ノール紙） 


